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東
京
へ
の
一
極
集
中
是
正
と
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
つ
い
て
の
鳩
山
内
閣
の
考
え
方
に
関
す
る
質
問
主
意
書

東
京
へ
の
過
度
の
一
極
集
中
を
是
正
し
、
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
こ
と
は
、
過
去
の
五
次
に
わ
た
る
全
国
総
合
開
発

計
画
上
の
重
点
課
題
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
平
成
二
年
度
の
「
首
都
圏
整
備
に
関
す
る
年
次
報
告
」
に
お
い
て
は
、
首
都
圏
へ

の
人
口
流
入
を
分
析
し
た
う
え
で
、
「
今
後
は
、
工
場
や
大
学
を
地
方
に
展
開
す
る
だ
け
で
な
く
、
大
卒
者
に
と
っ
て
魅
力
あ

る
雇
用
機
会
を
地
方
に
展
開
す
る
こ
と
が
、
東
京
一
極
集
中
是
正
の
上
で
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
多
極
分
散
型
国
土
形
成
促
進
法
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
八
十
三
号
）
は
今
も
効
力
を
保
っ
て
い
る
。
し
か
る
に
、
そ

の
後
も
若
年
者
を
主
体
に
、
人
口
の
首
都
圏
へ
の
流
入
は
続
き
、
事
態
の
変
化
は
見
ら
れ
な
い
状
態
に
あ
る
。
つ
い
て
は
、
鳩

山
内
閣
の
東
京
一
極
集
中
是
正
と
国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
関
す
る
考
え
方
に
つ
い
て
、
以
下
五
項
目
に
わ
た
り
質
問
す
る
。

一

平
成
時
代
に
お
い
て
、
首
都
圏
・
東
京
都
・
特
別
区
に
流
入
し
た
人
口
は
何
人
か
、
示
さ
れ
た
い
。

二

こ
の
間
、
東
京
一
極
集
中
の
流
れ
に
は
大
き
く
は
変
化
が
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
内
閣
の
所
見
は
い
か
が
か
。

三

国
際
的
な
都
市
間
競
争
の
中
で
、
東
京
へ
の
人
材
の
集
中
は
む
し
ろ
必
要
と
の
議
論
も
あ
る
が
、
内
閣
の
考
え
は
い
か
が

か
。

四

前
述
の
「
首
都
圏
整
備
に
関
す
る
年
次
報
告
」
の
見
解
の
よ
う
に
、
大
卒
者
の
雇
用
機
会
を
地
方
に
展
開
す
る
こ
と
が
、

一



国
土
の
均
衡
あ
る
発
展
に
と
っ
て
肝
要
で
あ
り
、
出
生
率
の
高
い
地
方
圏
で
若
年
者
の
雇
用
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は
少
子

化
対
策
に
も
有
効
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
内
閣
は
、
同
報
告
の
見
解
を
現
在
も
維
持
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
か
、
う
か
が

う
。

五

多
極
分
散
型
国
土
形
成
促
進
法
に
基
づ
く
施
策
の
推
進
な
ど
、
東
京
一
極
集
中
の
是
正
に
つ
い
て
、
内
閣
と
し
て
ど
の
よ

う
な
姿
勢
で
取
り
組
む
も
の
で
あ
る
か
、
う
か
が
う
。

右
質
問
す
る
。

二


